
／２
祁
撫
剛
肌
卿
年
即
ず
ん
は
←
岡
山
県
應

薪
教
さ
い
皐
伊
内
市
民
図
雲
館
長
と

し
て
刈
年
に
着
仕
さ
伽
ｆ
し
た
。
圦
前

荷
滋
賀
県
東
血
江
市
立
図
書
徳
専
に
勤

うぐ ／

０

0，30．
一一マ

'7
－
民
講
座
と
し
て
、

９
’
月
訓
日
勧
、

施
戸
市
立
図
書
徳
市

細
ク
ヤ
民
劇
島
で
開

蠣
本
由
喜
子

成
。
こ
の
閲
罷
龍
の
メ
イ
ン
・
コ
ン

“

合
併
で

纐
戸
内
、
市
は
型
年
に
町
村

ン

孟
系
に
、
岡
山
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

セ
尹
卜
は
「
も
ち
よ
り
ノ
、
み
つ
け
、

わ
け
あ
う
，
層
玲
Ｌ
・
略
し
て
了
も
，

み
・
わ
け
告
僧
錫
Ｌ
億
》
て
う
で
す
。

図
書
館
の
役
割
は
「
市
民
が
自
ら

の
知
酌
欺
求
に
気
付
け
る
場
づ
く
４

と
「
市
民
が
つ
ぼ
が
４
Ｊ
、
鰹
域
を
雄

気
づ
け
ろ
産
め
の
湯
ア
く
う
進
と
述

べ
ら
紙
図
零
縮
を
利
用
す
る
人
の

立
場
作
寄
ｉ
漆
う
て
、
子
ど
も
・
小

中
高
大
営
生
・
高
齢
者
の
予
禰
ぞ
豚

が
抱
え
て
い
る
子
Ｉ
マ
に
沿
う
７
、

千
△
市
長
は
図
雲
縁
整
備
を
公
釣

陰
議
鶴
鮮
蕊
腎

の
よ
う
な
町
で
す
。
（
人
口
約
３
万
３

/､喋
り

卒/ら
一
。

一
層
潅
墹
無
「
鰯
注
也

い
き
伝
い
と
鑑
ぱ
仇
ま
し
←
喝

と
て
も
分
か
ｊ
易
い
講
演
会
で
し
た
．

図
書
催
を
つ
く
る
と
は
本
当
唇
忍
勿
長

い
仕
事
ぞ
あ
う
ゞ
紅
公
と
笑
に
瀞
展
す

る
こ
と
、
そ
し
て
利
用
す
る
人
択
図
書

能
を
育
て
て
い
く
責
仕
が
あ
る
こ
と
を

気
付
か
せ
て
頂
亨
、
ま
し
涯
。
暑
饒
県
塩

尻
市
や
瀬
芹
内
市
の
図
喜
儲
に
よ
る
町

ヂ
く
う
零
ど
、
行
疎
秋
子
の
地
感
の
人

位
の
（
Ｔ
ズ
を
窄
み
歌
イ
ノ
、
、
市
民
と
共

に
町
づ
く
４
ノ
ー
人
プ
く
う
Ｊ
を
し
て
り
黍

李
が
好
茅
し
Ⅷ
と
田
僚
ま
し
た
．
ｗ
等

に
龍
４
上
げ
７
，
東
し
い
よ
う
乍
出
泉
事

泳
推
く
す
〃
紹
介
…
い
ま
し
た
帰

や
７
い
と
う
、
こ
腕
車
曇
で
の
黍
を
管
へ

す
．
借
小
ろ
痕
け
め
湯
所
と
ぞ
ヲ
図
書

儲
を
琴
牛
嘩
没
庖
今
せ
る
に
は
、
図
喜

館
長
を
ト
ッ
ヂ
と
す
る
狸
鐡
の
仕
亨
ぷ

１
皇
中
民
仇
意
識
が
大
き
く
影
簿
す

る
、
、
と
を
、
や
ま
伝
も
轌
今
燭
し
単
し
←
幅

b



〔2）

負
わ
ｐ
県
議
守
藤
じ
ゅ
ん
子
船
道
路
て
法
定
速
度
を
守
る
よ
娠
艮

図
書
館
行
政
唾
人
口
規
模
や
財
政
豊
か
な
生
蕊
を
信
じ
て
走
っ
て
釆
臆

力
で
は
庵
へ
ら
い
塚
Ｙ
孝
閃
最
た
る
し
か
ｋ
こ
い
か
ら
の
私
た
ら
や
子

事
例
を
、
嶋
田
十
ん
か
ム
数
え
て
頓
挫
．
ど
も
涙
ち
は
、
一
人
い
と
う
で
一
般

嶋
固
ず
ん
の
言
葉
仁
は
不
厩
議
と
引
道
路
宴
憂
橋
鳶
を
予
八
ぞ
砒
の
ス

き
込
ま
叺
る
カ
ュ
鄙
謹
Ｌ
が
あ
う
た
．
ビ
ー
ド
で
葛
様
帷
を
認
め
年
が
吟
味
一

経
験
に
哀
打
直
ｆ
、
ｋ
淀
「
画
室
塁
解
逗
Ｌ
師
、
て
行
く
・
困
っ
彪
塒
や
エ
夫
を
し

が
あ
う
←
に
。

に
ぃ
時
に
ネ
ッ
ト
於
宗
ぷ
げ
急

も
雛
即
蠅
蝿
篭
砿
急
李
繩
澱
測
縣
嫁
轤
鵡

と
Ⅵ
、
７
言
葉
は
便
わ
零
か
つ
た
が
、
自
る
。
ょ
ｊ
賢
の
高
い
、
よ
』
耐
久
性

身
の
病
状
と
治
療
誌
Ｆ
つ
ぃ
て
相
談
順
の
あ
る
知
識
燵
知
の
集
猿
地
で
あ

今
へ
た
に
お
ば
あ
ぢ
や
手
の
納
鍔
感
図
る
図
書
傭
に
お
い
て
供
給
十
脚
銃
け

専
俸
と
ほ
雑
諦
や
小
説
が
あ
る
所
で
る
こ
と
に
な
る
で
あ
み
う
。

一
農
業
の
仕
事
摩
後
立
つ
脩
議
が
あ
ズ
グ
と
あ
ら
ゆ
る
可
能
権
を
排
除
し
な
い

雛
幕
も
ぃ
蕪
か
長
凄
曇
暑
仕
事
や
摂
割
曇
フ
場
『
佳
代
達

え
て
、
楽
し
い
跨
る
辛
い
晦
も
と
ん

喧
勇
ん
の
取
う
組
み
は
、
時
解
迷
い
啄
鴻
も
入
閣
生
活
の
企
て
仁
関
わ
る

辱
が
り
も
、
前
を
、
周
り
を
、
丁
寧
に
場
、
誰
帳
誌
し
か
け
ち
肘
て
も
丁
寧

見
掌
か
ら
向
孝
、
合
い
、
語
ら
§
７
．

候
寄
上
禰
、
い
く
フ
が
の
億
管

当
：
フ
ロ
ア
…
賢
闇
に
丁
灌
糾
翔
鱗
簾
熟
繋

震
丁
咋
回
群
す
い
了
い
紫
し
一
幅

私
浪
弓
は
、
篇
ｋ
ｌ
で
み
ん
な
で
一
図
薯
徳
仁
対
す
る
考
え
方
を
、
汝

塩
崎
俊
一

”
月
に
日
㈱
、
気
温
”
度
ｑ
秋
ぃ
夏

日
、
代
々
木
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
青
小
隊

総
合
セ
、
才
ｉ
で
．
ま
ち
ヂ
く
八
Ｊ
を
図

蕾
責
怖
か
り
」
を
一
丁
Ｉ
マ
に
し
て
行
わ
牡

鮮
溌
岬
躯
籠
柵
潔
州
鯉

オ
ー
プ
チ
）
グ
・
ア
ー
ｒ
う
？
ン
ヨ
ン

椰
蝿
鴫
洲
蛎
脈
仰
限
融

象
洗
煮
が
合
喝
し
→
公
は
進
行
し
准
・

蕊
窯
鵜
蕊
罐
や

垢
篶
管
理
者
導
入
が
馴
咋
盛
Ｌ
て
い
る

声
手
や
、
司
書
の
状
況
は
自
治
体
例
正
汎 腿

め
ゑ
巧
手
を
今
触
産
捧
噸
魯
で
し
作
．

第
畑
国
会
国
図
書
儲
夫
公

東
京
犬
含
鳳
鯛
働
録
一

争
謝
，
．

’’
_至一ユ



｜
与

お
け
る
閲
譽
儲
吸
濠
を
位
置
付
け
し
て
念
歳
払
上
人
ロ
バ
会
人
口
の
“
％
宿

い
る
の
心
夘
％
に
過
ぎ
γ
い
と
鍵
塔
さ
フ
渥
娩
年
当
誇
と
認
％
琴
了
想
の
郵
辱
‐

一
杁
膵
。
本
年
度
享
皆
云
中
で
、
錘
着
装
と
い
釣
容
帳
融
れ
、
◆
一
ル
鱗
ハ
１

本
懇
Ｆ
お
け
る
崔
涯
学
習
の
銅
培
息
で
の
デ
モ
７
ラ
シ
ー
好
言
及
。
う
そ
人
の

紅
合
叡
育
の
支
唇
が
消
え
て
い
お
事
も
老
人
に
よ
る
老
人
の
渥
め
の
啄
冶
」

指
獺
さ
い
、
総
じ
て
高
度
年
根
拠
瞳
巷
に
な
る
こ
と
を
危
愼
す
る
。
ま
候
消

づ
い
雁
分
析
・
堤
瑁
の
報
告
で
あ
う
に
菅
へ
動
向
の
麥
化
で
も
、
創
世
紀
に
入

遷
灘
蕊
騨
鯏
溌
謹
舞
罵
緋
蝿

一
界
の
牢
の
日
本
日
本
の
字
の
図
雲
舜
腔
事
を
指
摺
敷
青
・
娯
準
闇
運
の
蕗

と
題
し
て
強
い
先
見
的
逢
言
を
寺
、
小
嬉
ら
込
み
を
一
で
幕
←
ら
、
い
よ
い
よ

参
加
者
会
員
仁
配
ら
い
た
腿
頁
に
百
百
こ
こ
で
図
書
館
Ｆ
関
わ
る
一
ア
ー
マ
脾

膨
大
年
資
料
か
ら
説
朗
支
脈
の
裏
付
け
入
ｚ
偏

に
啄
ろ
デ
ー
タ
を
示
し
γ
が
ら
の
挙
鐙
掴
彼
は
、
人
生
喬
歳
時
代
の
赦
青
幅

は
、
誕
得
力
萢
令
で
流
石
声
７
に
、
は
可
知
の
再
武
装
」
が
側
享
で
あ
る

価
え
ば
日
本
の
中
流
階
級
の
貧
困
と
、
芳
考
と
の
孝
一
矛
し
Ｉ
ゞ
者
ン
．

化
を
立
証
す
る
馬
、
動
常
滑
世
帝
の
可
ギ
ャ
ッ
プ
も
教
育
産
よ
っ
て
解
答
を

①
辨
蝋
雌
織
辮
得
縣
街
耀
謹
鍵
簾
錨
儒
雛

○

一
ま
の
数
字
を
指
し
示
壺
人
凰
漁
少
と
点
盾
域
個
人
も
知
莚
集
積
す
る
清
‐

1

’

け
て
な
く
、
知
の
墓
霊
を
べ
ｊ
久
に
し

て
発
信
す
ら
能
力
を
つ
け
る
ず
だ
と

方
説
寄
杁
庵

配
突
す
、
仏
仮
本
仁
賊
吸
る
こ
、
一
卜
と

し
て
可
ァ
す
ロ
ブ
的
辱
諮
想
・
い
ら
め

キぷ大炉演しとも個人的体験を語らい、白ム作ラリハ彪東京九段下

の
「
寺
当
駒
文
庫
」
脾
は
６
万
冊
の
蔵
書

も
十
へ
る
事
な
が
ら
、
人
の
雀
不
ま
る
、
参

画
例
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ｌ
ム
と
し
て
課
題
解

決
の
情
報
を
発
信
し
錦
け
て
い
る
と
諾

険
小
涯
．
ず
こ
と
に
“
知
の
巨
人
艀
相

応
Ｉ
ぃ
時
代
認
識
と
提
言
痕
フ
燈

藷
棗
臺

私
は
大
学
図
臺
熊
に
闘
い
が
あ
／
１

先
端
釣
な
大
学
図
書
幌
に
つ
い
て
沖
，

作
い
と
鳥
い
、
”
月
旧
目
働
、
「
篦
３

分科機大学図書薙Ｌ喉参加しまし涙。
文
科
省
所
管
の
国
立
情
報
学
研
諺
所
￥

教
涜
、
尾
鰯
考
一
代
に
よ
る
と
、
近
年
、

学
術
論
支
の
み
零
ら
ず
、
論
文
の
根
拠



(二も
一

I ’
て
る
切
学
が
ぁ
ｉ
図
書
儲
の
中
應
新

一
に
γ
職
種
切
享
門
寅
〆
頓
鍾
催
な
る
と

の
、
』
と
で
し
た
．

図
書
怖
に
は
、
一
椴
約
に
情
報
捲
信

梯
能
は
大
い
仁
卵
符
十
Ａ
了
い
ま
す
泳

可
大
蛍
豐
罷
Ｆ
期
待
ず
ふ
る
楕
諏
発

信
と
は
何
が
。
専
門
的
学
術
的
論
文
感

予
の
仮
め
Ｐ
は
、
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド

６

ミ
ニ
ス
ー
ト
ー
し
‐
１
１
レ
タ
ー
‐
と
い
、
っ
ノ
人
材
を
肴

零
請
圭
、
ｈ
、
大
学
閨
吾
備
の
中
望
Ｔ
Ｉ

１

タ
ペ
ー
ヲ
人
を
作
ら
と
い
う
事
の
よ
§
乳
昔
論

一
一
と
守
フ
仁
研
究
デ
ー
タ
も
含
め
て
広
く

一
般
に
公
開
し
、
再
利
用
可
能
と
す
る

こ
と
で
、
科
学
者
の
営
み
を
よ
〕
促
進

し
よ
う
と
い
う
オ
ー
プ
ン
・
サ
イ
エ
ン

ス
伊
世
圃
介
の
潮
流
と
写
フ
了
ソ
勺
か
、

γ

日
本
の
大
学
現
場
で
は
筈
及
’
て
い
る

と
は
言
い
難
い
と
の
こ
と
で
し
だ
．

次
に
《
大
学
図
書
鮪
の
リ
ボ
ジ
ト
リ

と
い
、
フ
託
が
あ
う
ま
し
た
．
ご
血
い
ら

は
、
大
学
が
研
兜
し
涯
蛍
術
論
文
や
誉
（

料
啄
ど
を
葱
手
釣
Ｆ
保
存
し
、
塔
疫
以

さ
今
に
発
値
す
う
祷
能
を
色
？
』
し
象

Ｐ

Ｂ

ｐ

政

治

や

錘

煮

を

揺

る

が

す

よ

，

フ

な

も

の
が
あ
人
‐
ノ
、
オ
ー
‐
ず
シ
－
す
イ
エ
ン

ス
厚
剛
突
ヰ
号
い
る
の
か
あ
る
の
て

は
写
い
か
・
発
信
し
な
り
自
由
は
舞

い
の
か
．
Ｌ
と
、
素
朴
弄
寸
疑
閉
を
も

亡
／
ま
Ｉ
し
た
。

可
汀
の
発
達
と
共
唱
私
た
こ
は

ど
ん
す
進
化
に
強
会
う
こ
と
に
な
る

ゆ
か
・
学
問
や
学
術
が
世
界
の
競
走

戦
略
に
善
き
込
敷
い
る
可
能
性
を
、

ど
う
防
止
し
尊
び
』
／
、
￥
、
の
発
展
を

期
待
す
る
の
か
。
」
予
狐
を
見
守
る

必
雰
〆
あ
る
と
思
い
＄
し
た
。

別
ち
剣

青
木
知
子

加
月
喝
日
御
、
可
図
書
館
友
の
会

全
国
達
路
会
（
図
友
運
）
」
、
王
催
の

可
第
迦
分
科
偽
市
民
と
図
書
儲
２

指
定
管
琿
新
制
塵
を
考
え
る
！
』
に

参
加
し
ま
し
臆

前
半
は
基
鍋
講
痕
．
講
評
及
砂
ア

ー
マ
唾
①
図
友
運
代
表
福
富
洋

｛
鮓
氏
可
備
毎
審
硬
煮
制
度
随
謄
胤

０
１
１
１
１
ｌ
ｂ
■
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ｏ
ｑ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
４
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｊ
ｌ
や
－
０
９
１
０
１
１
４
‐
’
０
１
１
１
４
１
。
４
１
０
０
０
０
１
４
１
１
リ
ー
ロ
Ｉ
０
０
ご
砧
ｄ
Ｂ
０
Ｉ
１
や
Ｉ

諺
藤
謙
幣
瀦
溌
紳

可
指
定
等
頚
請
制
度
は
図
零
髄
に
は
働

染
ま
牢
い
」
と
し
握
附
帯
決
議
を
評
価

し
鳴
細
度
の
あ
う
方
を
無
視
す
る
自

治
体
の
動
き
を
正
す
規
準
を
示
し
征
日

弁
逮
の
可
指
捷
管
癩
斎
制
庵
墓
爪
条
例

葉
」
Ｚ
溶
か
し
、
官
制
▽
ｌ
キ
ン
ゲ
ァ

ア
を
鍵
っ
椴
孝
惟
算
を
謡
丁
へ
い
ま
し
怠

按
羊
嶬
奉
加
府
が
る
ア
レ
ー
ア
ド

ヶ
か
恥
て
詞
索
す
る
▽
Ｉ
ク
シ
ヲ
ヴ
詔

景
椎
に
名
グ
レ
’
ア
か
６
の
竜
見
発

全
体
で
の
討
華
霧
を
行
い
き
し
嬉
平

表
と

墓
、

§､、〃ぅ‐､之．
ーー


